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１． 研究計画の概要 

日露戦争から第 1 次世界大戦の間に
おける日露関係の対立から協調への外
交関係の大きな変容について、日露、
英露、日米、露米関係などの国際的視
点から調査する。 
日本、ロシア、イギリス、アメリカ

の国立公文書館、外交資料館、新聞資
料などの資料収集を行う。 
 

２．研究の進捗状況 
研究方法としては、日本、ロシア、イギ

リス、アメリカなどの関係各国の外交関係
を分析するための外交資料の収集、日本と
ロシアの新聞等のメディアの中の日露関
係世論の変化分析を中心に研究を実施し
ている。 

日英関係の重要な外交資料が所蔵され
ているイギリスの国立公文書館、また、従
来殆ど未公開で、当時のロシア外交の状況
が不明であったロシアの戦前の外交資料
が近年徐々に公開されつつあるロシア帝
国外交史料館などで、新たな外交資料など
を精力的に収集して、イギリスやロシアの
貴重な外交資料を収集した。また、アメリ
カ側の動向を分析するために、アメリカの
外交資料を収集中である。そして、その一
方、日本やロシアの世論の動向を示す日本
とロシアの各種の新聞資料などをかなり
収集し、それを分析検討し、当該研究のま
とめの基盤ができつつある。 

この結果、日露戦争以後第１次世界大戦
までの日英露関係は、日米関係が冷却する
中で、日露関係が良好になることが英露関
係の改善のための前提条件であること、即
ち、この時期、日露間の外交関係の変化は

日露の直接関係というよりは日露をめぐ
る、日英、英露、日米関係などの国際関係
変容をめぐる国際関係上の要請、重層的か
つ多角的関係が大きな影響を与えたこと、
また、アメリカが日露協商の秘密協約の存
在に強い関心を見せていたことなどが資
料的に明らかになった。 
そして、世論の面では、当時の日露両国

の世論は外交情勢とは別の状況でかなり
好転を見せていくこと、特にロシアの新聞
等で日本に対する論争や日本でのロシア
特派員の記事が日本に対する新たな関心
を生み、不可解、敵意というイメージが次
第に失せ、それは国家の日本間にも影響を
与えたこと、つまり当時のロシア国内でも
世論が外交に影響を及ぼし始めていたこ
と、などを明らかにできた。 
これらの研究のうち、幾つかは既に論文、

学会発表、書籍などで公表している。 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している： これま

で海外出張を精力的に行い、研究の重要部
分である資料収集はかなり進んでいると
判断できる。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 今後、アメリカ側の外交資料収集と関係各
国の外交資料の分析、検討を行い、関係研
究者で研究のまとめを行う。 
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